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解説

★★ （1）

★★ （2） コップの表面がくもり始めたときの気温を、その空気の露点という。

★★★★ （3）

★★★ （4）

解説

『湿度（％）＝水蒸気量÷飽和水蒸気量×100』

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★★★ （4）

★★★ （5）

教室の乾湿系の目盛りの読みは22℃と18℃であることから、乾球が22℃のときに、目盛りの差が4℃
のところをみるとよい。

（1）より湿度が66％なので、この空間における水蒸気量は19.4×0.66≒12.8、よって表2より15℃のとき
にくもり始める。

水蒸気をふくんだ空気のかたまりが（a　イ　上昇）すると、上空にいくほど周囲の上空にいくほど周囲の
（ｂ　イ　気圧）が低くなるため、（ｃ　イ　膨張）する。そのとき空気のかたまりの温度が下がり、雲ができ
始める。

問題より、温度20℃、露点15℃の空気と記述されてあることをヒントにし、それぞれの飽和水蒸気量を
表で読み取る。式は12.8÷17.3×100≒73.9≒74％となる。

雲が発生するときは空気が露点に達するときなので、20℃から15℃下がるためには500ｍ必要（100
ｍで1℃下がるから）。

露点に達した後は100ｍ上昇すると0.5℃下がることを参考に、15℃から5℃まで10℃の差がある。
10℃下げるためには、10÷0.5＝20、20×100＝2000ｍ、2000＋500＝2500ｍとなる。

北の斜面を下りるとき、雲は全て水蒸気になっている（雲に変化した水蒸気はすべて降水として南の山
ろくに流れ落ちたものとするから）ことから、露点以上であり、100ｍ下降するごとに1℃下がると考えて
よい。高さ500ｍということは2000ｍ下降したことになり、20℃温度は上昇したことになるので、5℃＋
20℃＝25℃となる。

表2より湿球の温度17℃で湿度80％のところをみると、目盛りの差が2℃である。湿球温度計の方が温
度が低いので、17－2＝15℃となる。

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

2.大気中の水蒸気の変化

単元4 気象のしくみと天気の変化
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イ イ イ

（1）

66%

（2）

露点

（3）

　　　15　　　℃

（4）
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エ ウ

（1）

74%

（2） （3）

　　　　500　　　ｍ 　　　2500　　ｍ

（4） （5）

　　　　15　　　℃

目標時間

50分
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解説

★★★ （1） 25℃のときの飽和水蒸気量は約23ｇなので、このときの湿度は14÷23×100≒60.8≒61％（エ）

★★★★ （2）

★★★★ （3）

解説

★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★★ （4）

★★★ （5）

空気の温度の低下は、空気のかたまりが上昇することによって周囲の気圧は下がり、①膨張する場合
には起こる。そのため、②低気圧の中心部では上昇気流による雲ができやすい。一方、地表付近で冷
やされ細かい水滴が生じることもある。このように地表付近にできる雲のことを③霧という。

ピストンを引いたときに、フラスコ内が白くくもったのは、ピストンを引いたことで、フラスコ内の空気が
膨張したことにより温度がX低下し、露点に達したことでフラスコ内の水蒸気がＹ凝結したためと考えら
れる。

①水蒸気は目に見えないが、①水蒸気を含む空気が冷え、ある温度になると凝結が始まり水滴（露）
ができる。この温度を、その空気の②露点という。へこませたペットボトルの内部は③気圧が高くなって
いるが、手をはなすことで急に③気圧が下がり、このとき温度も下がって②露点以下になり、ペットボト
ル内に細かい水滴が生じた。線香の煙を入れたのは、水滴ができるときの④核（凝結核）とするためで
ある。

表より25℃のときの飽和水蒸気量は23.1ｇ湿度が42％なので、このときの水蒸気量は23.1×0.42≒
9.7ｇ/  　　となる。よって表より、ウとなる。

（3）より1　　　あたりの水蒸気量は約9.7ｇなので、2.23ｋｇのときの体積をｘ　　　とすると、
1：9.7＝ｘ：2230、ｘ≒229.8≒230

同じ体積の空気中に含まれている水蒸気の量が等しくても、気温が低い方が湿度が高いのは気温が
低い方は飽和水蒸気量が小さいから。

3℃のときの飽和水蒸気量は、約6ｇ、よって14－6＝8ｇの水滴ができる。これは1　　　あたりなので、
5　　　あたりにすると8×5＝40ｇとなる。

3 （1） （2）

エ ウ 気温が低い方は飽和水蒸気量が小さいから。
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